
電気通信大学 情報理工学研究科 知能機械工学専攻 教授

旭化成 生産技術本部 技術企画室 
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三菱重工業 バリューチェーン本部 バリューチェーン革新部 戦略グループ グループ長

三菱電機 生産技術部 主管技師長
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横浜ゴム 研究本部・本部長

ライオン 生産本部 生産管理部 品質管理担当部長

リコー 生産本部 生産統括センター 生産企画室
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2017 ものづくり総合大会 参加申込規定

天災地変や伝染病の流行、研修会場・輸送等の機関のサービスの停
止、官公庁の指示等の小会が管理できない事由により研修内容の一部
変更および中止のために生じたお客様の損害については、小会ではそ
の責任を負いかねますのでご了承ください。

免責事項

一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細
は小会の個人情報等保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy/）をご覧
ください。なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本催し
物に関する確認・連絡およびJMA主催の関連催し物のご案内をお送り
させていただく際に使用させていただきます。

個人情報のお取り扱いについて

・テキスト資料は会場でお渡しします。
・参加者以外の方への合本のお渡しは開催後発送させていただきます。
・会場内での携帯電話・パソコンの利用および録音機・ビデオ・カメラ
等による録音・録画・撮影はご遠慮ください。

・お申込みをいただいた方にはセミナーインフォメーションをお送り
することがあります。

・同業他社からのご参加はお断りする場合があります。事前にご相談
ください。

ご 注 意

取材を希望される場合は、事前に広報グループ
（Tel：03-3434-8620）までお問合せください。
当日会場での取材申込はお断りすることがあります。

報道関係の皆様へ

・申込書に必要事項をご記入のうえ、FAXまたは郵送でお送りくだ
さい。インターネットからもお申し込みいただけます。
(開催間際のお申込みは、定員の関係上ご参加いただけないことも
ございます。あらかじめ残席を電話/ホームページでご確認ください。)
・電話ではご予約のみの承りとなります。その場合でも申込書は必ず
お送りください。
・参加証・請求書は開催１か月前から発送を開始いたします。
なお、１か月以内のお申込みの場合は、申込書受領後１週間ほどで
参加証・請求書を発送いたします。
・参加料は請求書に記載されております、「お支払い期限」までに指
定の銀行口座へお振込みください。期限までにお支払いいただけ
ないお客様については、ご参加いただけない場合がございますので
ご注意ください。なお、支払い期限が過ぎてしまう場合は、請求書
の「入金連絡票」にてお振込み日のご連絡をお願いいたします。
（振込み手数料については貴社にてご負担ください）
・参加セッションの変更手続きは2017年2月13日（月）17：00まで
となります。それ以降の変更、および会期中の変更はお断りしてお
りますので、ご注意ください。
・参加者のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。代理の
方もご都合がつかない場合は、下記の規定により、キャンセル料を
申し受けますので、あらかじめご了承ください。

【キャンセル規定】
　開催7日前（開催初日を含まず起算）～前々日･･･参加料の30％
　開催前日および当日･･･････････････････････････････参加料全額

参加申込方法

万一キャンセルの場合は必ずメールまたはファックスでご連絡ください。

申込み、参加証・請求書に関する問い合せ先
〒100-0003
東京都千代田区一ツ橋1-2-2 住友商事竹橋ビル14階
一般社団法人日本能率協会 JMAマネジメントスクール
FAX：03（3434）5505
TEL：03（3434）6271
E-mail：seminar@jma.or.jp
（受付時間）月～金曜日9:00～17:00（ただし年末年始および土・日・祝日を除く）

申込み、参加証・請求書に関する問い合せ先
〒100-0003　東京都千代田区一ツ橋1-2-2 住友商事竹橋ビル14階
一般社団法人日本能率協会 JMAマネジメントスクール　E-mail：seminar@jma.or.jp
FAX：03（3434）5505　TEL：03（3434）6271
（受付時間）月～金曜日9:00～17:00（ただし年末年始および土・日・祝日を除く）

プログラム内容のお問い合せ先

ものづくり総合大会事務局
TEL：03（3434）1410

日本能率協会への連絡希望事項

ふりがな

〒

ふりがな

会社名
（正式名称）

参 

加 

区 

分
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申込受付：2月13日(月)17時まで
それ以降の場合は※満席の場合を除き、当日会場での受付となりますので、名刺をご持参のうえ、ご来場ください。 ※最新情報はホームページでご確認いただけます。

参加証発行日 請求書発行日 領　収　日

ホームページからも
お申込みいただけます

ものづくり総合大会は54年にわたり開催されている、ものづくり戦略・
生産技術・製造・購買調達・開発設計・品質・人材開発部門の方々に、3日間
のべ約3,000名以上の方にご参加いただく伝統ある優秀企業事例の講演
会です。

本大会では、ものづくり戦略・生産技術・製造・購買調達・開発設計・品質・
人材開発領域における広いものづくり視点から、講演企業各社の実践的な
最新事例に学び、自社活動へ即座にご活用いただくことができます。

我々日本能率協会は、日本製造業のイノベーションが世界を変えると
信じており、各企業の異なる考え方・取組みを共有することが大きな価値
を生み、企業の課題解決や継続的な発展に寄与すると信じています。

日本産業界からの推薦や期待が反映された、年に一度の貴重な情報交流
と人的交流の場に、あなたもぜひ足をお運びください。

開催にあたって

1 先進優良企業の経営者がこれからのものづくり経営を語ります。
（オープニングセッション）

2 ものづくりの改革・改善分野において貢献された方を表彰します。
（オープニングセッション）

3 先進企業38社が最新のものづくり事例を語ります。
（企業事例セッション）

4 生産・調達・開発・品質・人材開発の広いテーマから、これからの
ものづくりを考察できます。
（企業事例セッション）

大会の特徴

日本メンテナンス工業会

一般社団法人日本化学工業協会

一般社団法人日本産業機械工業会

一般社団法人日本設備管理学会

一般社団法人日本鉄鋼連盟

一般社団法人日本機械工業連合会

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会

一般社団法人日本工作機械工業会

一般社団法人日本機械学会

公益社団法人日本経営工学会

協　　賛 （順不同・一部予定を含む）

2017ものづくり総合大会 企画委員

大阪ライブ中継 開催のご案内

（敬称略・会社名50音順）

2017 ものづくり総合大会
ホームページお得情報

■1 企画委員会 ディスカッション集プレゼント
企画委員会のディスカッションの模様を一冊にまとめました。

■2 特別小冊子「これからの生産技術者の役割」プレゼント
ものづくりに携わる生産技術者必読の小冊子を3部構成にて作成しました。
【第1部】これからのものづくりにおける生産技術の役割
【第2部】生産企画
【第3部】先行生産技術の開発

■3 特別小冊子「これからの第一線監督者の役割」プレゼント
これからの日本の製造業を支える第一線監督者必読の小冊子を3部構成にて
作成しました。
【第1部】『ものづくり現場』の現状
【第2部】第一線監督者の役割と必要能力
【第3部】第一線監督者の育成

■4 特別小冊子「これからの調達部門の役割」プレゼント
購買・調達部門の変遷と現状、そしてこれからの役割について記した
小冊子を作成しました。

■5 特別小冊子「これからの生産管理部門の役割」プレゼント
生産管理に関わる方に必読の小冊子を4部構成にて作成いたしました。
【第1部】変わるものづくりと生産管理
【第2部】製造業と生産管理をめぐる現状と課題
【第3部】生産管理を支える基本的手法のこれからの課題
【第4部】これからの生産管理部門の役割

■6 メールマガジン登録
日本能率協会ではものづくりに関わる貴重な情報をメールマガジンにて発信しています。
この機会に是非ご登録ください。

最 終 案 内

検　索検　索ものづくり総合大会 http://jma-seisan.jp/

会員制度のご案内
一般社団法人日本能率協会は法人を対象とした会員制度を設け、
セミナー参加料割引をはじめ各種サービスを提供しております。
会員外の方はこの機会に是非入会をご検討ください。
　　　　　　お問い合せ：TEL 03（3434）1410

全38社による最新企業事例の講演会

法政大学 教授
インダストリアルバリューチェーン
イニシアティブ（IVI）
理事長
西岡 靖之

ファナック
代表取締役会長 兼 CEO
稲葉 善治

ジェイテクト
相談役
新美 篤志

デンソー
取締役社長
有馬 浩二

一般社団法人日本能率協会
主　　催

ものづくり総合大会は50年の伝統をほこる優秀企業事例の
講演会です。
本大会では企画、開発・設計、購買・調達、生産・製造、品質、
人材開発における領域の事例発表セッションを構成し、広いもの
づくり視点から各社の活動事例を学ぶ機会を提供いたします。
近年、スピーディかつ複雑に変化する日本製造業を取り巻く
環境変化に対し、開発・生産・調達・品質に代表される広いも
のづくり機能の協働による課題解決を促進し、日本製造業の
発展に寄与することを目的といたします。

この大会の特徴

オープニングセッション

2017年２月15日（水）→17日（金） ３日間会 期

東京コンファレンスセンター・品川会 場

特別講演（敬称略）

JMAものづくり貢献賞（敬称略）

2017
ものづくり
総合大会

社会、企業、組織、人と共・進化する

第54回

U R L 検　索検　索ものづくり総合大会http://jma-seisan.jp/

参加対象

人材育成・組織開発・理念浸透・ダイバーシティ

生
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達・S
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M

企
画・開
発

生産技術
生産管理
生産戦略
生産企画

ク
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ィ

品質保証
品質管理
R＆D
商品企画

購　買
調　達
開発購買
SCM
購買戦略

研　究
開　発
設　計
R& D
商品企画

人材開発

※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
●参加申込みは、3日間もしくは1日単位となります。
●期間内の交代参加が可能です。参加証を受付にてお預かりする事もできます。
その際、交替で参加される方のお名前をお知らせください。

●参加料には、参加されるセッションのテキスト資料（分冊）代が含まれます。
●法人会員ご入会の有無につきましては、下記HPにてご確認ください。
　https://www.jma.or.jp/membership/
●大阪ライブ中継も上記参加料となります。（※1日単位参加料のみ）

参 加 料

参加区分

一般社団法人
日本能率協会法人会員

上記会員外

128,000円

158,000円

48,000円

58,000円

1名あたり参加料
（税抜）

全期間参加料
（3日間） 1日単位参加料

※テキスト合本は、オープニングセッション・A1～F6の全36セッションのテキ
ストならびにコーディネータによる解説書(3月下旬頃送付)がつきます。

※参加セッションのテキスト資料（分冊）につきましては、受付にてお渡しいたします。
※テキスト合本は、2月中に申込責任者へ送付いたします。

テキスト合本 特別頒布価格1冊あたり（税抜）
2017ものづくり
総合大会参加者 50,000 円
参加者以外 250,000 円

検　索検　索ものづくり総合大会

・「ものづくり総合大会 大阪ライブ中継」は講演者が
来場する東京会場をメイン会場として、その模様を大阪
会場へ中継いたします。

・万が一、講演配信中に、映像および音声のトラブルがあった場合は、
以下の対応をさせて頂きます。
① 映像など切断した場合、再接続してから講義を再開いたします。
② 接続が回復できない場合、もしくは音声が途切れるなど配信品質が
著しく低下した場合、参加料を返金させていただきます。

大阪ライブ中継申込規定

■ 東京会場：東京コンファレンスセンター・品川
● 所 在 地
東京都港区港南1-9-36
アレア品川
TEL：03（6717）7000

※参加者のお呼び
出しはできま
せん。

● 交通のご案内
JR品川駅
港南口（東口）より
徒歩2分
（JR山手線、京浜東北線、東海道線、横須賀線、東海道新幹線 等）

■ 大阪ライブ中継会場：グランフロント大阪
カンファレンスルーム タワーC

● 所 在 地
大阪市北区大深町3-1　グランフロント大阪タワーＣ8階
TEL：06（6372）6417（平日10時-17時）
※参加者のお呼び出しはできません。

会場案内

至
東
京

至
田
町

至
横
浜

日本能率協会創立総会岸信介商工大臣記念講演（1942年） 第1回能率大会（1943） 第3回ワーク・ファクター国際大会（1969） ZD大会での開会式（1968頃）

2017ものづくり総合大会では一部のセッションで大阪ライブ中継を実施します。

×

ディスカッション

画 委 員 会

企 ■非 売 品

「2017 ものづくり総合大会」のプログラム開発現場を情報公開

超一流企業のものづくりプロフェッショナル27名による会議内容の全貌とは？

2017 ものづくり総合大会の講演内容の企画立案をめぐる熱いディスカッションを実況中継いたします。

ものづくりプロフェッショナル27名の英知の結集をご堪能ください。

2017ものづくり大会

●東京への移動時間や交通費・宿泊
費を削減できます。
●ライブ配信なので、臨場感があり、
リアル講座と同様に受講できます。

グランフロント大阪
カンファレンスルーム タワーC

会　場

● 大阪会場 ●
グランフロント大阪

● 東京会場 ●
東京コンファレンスセンター・品川

◆ ライブ中継のメリット ◆

東京で開催される講演を
大阪会場へリアルタイム中継します！

● ●OSAKA
TOKYO

プログラム （敬称略） ※各セッションの詳細につきましては、Webサイトにてご確認ください。 ⇒ http://jma-seisan.jp/

10:00～16:50オープニングセッション2月15日（水）
主催挨拶 10:00～10:05

10:00～16:302月16日（木）

委員長挨拶 10:05～10:10

11:40～12:50特別講演 1

「ゆるやかな標準による
製造業のオープン＆クローズ戦略」
法政大学　　　　　　　  教　授
インダストリアルバリューチェーン
イニシアティブ（IVI）   理事長　西岡 靖之

14:10～15:20特別講演 2

「IoTが切り開く製造業の未来」
ファナック

代表取締役会長 兼 CEO　稲葉 善治

15:40～16:50特別講演 3

「デンソーのモノづくり革新」

デンソー　　　　　取締役社長　有馬 浩二

JMAものづくり貢献賞／表彰式・受賞記念講話

「ダントツ モノづくり力の実現と
人材育成」

ジェイテクト　　 　　  相談役　新美 篤志

10:10～11:20

特別企画セッション

事例講演 1 10:00～11:40

「IoTで変革する社会とモノづくり」
～つながるモノづくりに向けた

日立の取組～

日立製作所
モノづくり戦略本部

担当本部長　　堀水 　修

事例講演 2 12:50～14:30

「コマツ流
“ものづくりのつながる化”」

コマツ
執行役員 生産本部 生産技術開発センタ

所長　　栗山 和也

「GEのインダストリアル・インターネット」
ITを駆使した新たな製造業を目指して

GEインターナショナル
GEデジタル インダストリアル・インターネット

推進本部長　　新野 昭夫

事例講演 3 14:50～16:30

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継
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10:00～16:30

（敬称略）

■OP オープニングセッション 12：50～14：30 12：50～14：3010：00～11：40 10：00～11：4014：50～16：30 14：50～16：30

■A  これからのものづくりの方向性 ■A  GOOD FACTORY賞　国内工場に学ぶコーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　松田 将寿

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　石山 真実

◆ 主催挨拶

◆ 委員長挨拶

（敬称略）

1日目 2日目 3日目2月16日（木）2月15日（水） 2月17日（金）

※セッション内容は今後変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。ホームページで最新のプログラムがご覧いただけます。

2017 ものづくり総合大会

◆ JMAものづくり貢献賞
表彰式・受賞記念講話

検　索検　索ものづくり総合大会

社会、企業、組織、人と共・進化する 検　索検　索ものづくり総合大会

「ダントツ モノづくり力の実現と
人材育成」

「ゆるやかな標準による製造業の
オープン＆クローズ戦略」

ジェイテクト
相談役

　　　　新美 篤志

10：00～10：05

10：05～10：10

10：10～11：20

◆ 特別講演 1

「IoTが切り開く
製造業の未来」

「デンソーのモノづくり革新」
① コンカレントなモノづくり
② 技術と技能の両輪での人づくり
③ ダントツ工場づくり

法政大学
教　授

インダストリアル
バリューチェーン
イニシアティブ（IVI） 
理事長　　　   西岡 靖之

11:40～12:50

◆ 特別講演 2

【略 歴】　1971年　4月　トヨタ自動車工業 入社
1982年　 　トヨタ自動車に社名変更
2009年　6月　同社 取締役副社長
2009年　6月　ジェイテクト 監査役
2013年　6月　同社 取締役会長
2015年　3月　ヤマハ発動機 取締役
2016年　6月　ジェイテクト 相談役
2016年　6月　日本車両製造 取締役

【略 歴】　1983年　9月　ファナック 入社  商品開発研究所 主任研究員
1989年　6月　同社 取締役
1992年　6月　同社 常務取締役
1995年　6月　同社 専務取締役
2001年　5月　同社 代表取締役副社長
2003年　6月　同社 代表取締役社長
2016年　6月　同社 代表取締役会長 兼 CEO

【略 歴】　1981年　4月　日本電装 入社
1996年10月　デンソーに社名変更
2005年10月　デンソー・マニュファクチュアリング・イタリア 社長
2008年　6月　デンソー 常務役員
2014年　6月　同社 専務役員
2015年　6月　同社 取締役社長

ファナック
代表取締役会長 兼 CEO

　　　　稲葉 善治

14:10～15:20

◆ 特別講演 3

デンソー
取締役社長

　　　　有馬 浩二

15:40～16:50

●大会HP

■B イノベーションの仕組み ■B ことをものづくりへコーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　野元 伸一郎

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　野元 伸一郎

■C サプライチェーンの変革／調達の変革 ■C 調達の変革コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　加賀美 行彦

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　加賀美 行彦

■D グローバルに対応する生産 ■D グローバルに対応する生産コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　石田 秀夫

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　石田 秀夫

■E 第一線監督者の優秀事例に学ぶ ■E クオリティを作り込むコーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　石山 真実

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　松田 将寿

■F 組織開発・理念浸透・ダイバーシティ ■F ものづくり人材育成コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　小澤 勇夫

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　小澤 勇夫

◆ JMAものづくり貢献賞とは
長年にわたり、ものづくりの改革・改善分野において、自社はもとより産業界の

発展に大きく貢献され、かつ日本能率協会の同分野における活動への貢献が
顕著に認められる企業人（個人）を選定し、「ものづくり総合大会」において
表彰することにより、その労に報いるとともに、その功績を産業界に広く紹介
するものです。

表彰式 10：10～10：15　 　受賞記念講話 10：15～11：20　

● 2017年２月15日（水）
　　　　　　　　　　　　 →17日（金） ３日間
● 東京コンファレンスセンター・品川
● http://jma-seisan.jp/

●参加対象

人材育成・組織開発・理念浸透・ダイバーシティ

生
　
　
産

調
達・S
C
M

企
画・開
発

生産技術
生産管理
生産戦略
生産企画

ク
オ
リ
テ
ィ

品質保証
品質管理
R＆D
商品企画

購　買
調　達
開発購買
SCM
購買戦略

研　究
開　発
設　計
R&D
商品企画

人材開発

① 日本のおかれた現状
② ダントツ モノづくり力実現への提言
③ 人材育成

IoTで変革する社会とモノづくり
～つながるモノづくりに向けた日立の取組～
① IoTによる新たなイノベーションをめざす動き
② モノとモノがつながった時に、メリットが生まれる
業務シナリオ

③ 現状課題とあるべき姿の定義および解決策の構築
IoTの導入においては、すべての課題を同時に解決しようとするの
ではなく、モノとモノがつながった時に、メリットが生まれる可能性が
ある業務シナリオをベースに、現状の課題とあるべき姿を定義し、
解決策を構築していくべきである。日立製作所の取組をご紹介する。

モノづくり戦略本部  担当本部長
堀水 　修

コマツ流“ものづくりのつながる化”

① コマツのIoTへの取組
② コマツにおける生産のつながる化の現状
③ 課題解決のアプローチ

コマツの建設機械におけるIoTの取組の紹介とものづくりにおける
その課題及び現状に対する具体的な考え方、対応、さらに将来の
目指す姿について紹介する。

執行役員 
生産本部 生産技術開発センタ 所長　栗山 和也

GEのインダストリアル・インターネット
ITを駆使した新たな製造業を目指して
① GEのデジタルトランスフォーメーション
② GEの目指すインダストリアル・インターネット

GEはデジタル・インダストリアル・カンパニーを目指すと宣言した。
将来の市場動向が不透明な中、ITに巨額の投資をして改革を進めて
いる。システムの開発にも乗り出している。GEがなぜ、どのように
インダストリアル・インターネットを展開していくかを紹介する。

GEデジタル 
インダストリアル・インターネット推進本部長
新野 昭夫

TPマネジメントと生産革新を融合した
工場マネジメントによる経営に直結した革新活動
① どうしたら利益に直結した活動を長く継続できるか？
② どうしたらKPIを達成できるか？
③ どうしたら全員の力を活かせるか？
海外EMSの脅威、円高による海外生産シフトに対抗するため、
生産革新とTPマネジメントを融合した全社一体の「経営に直結
した革新活動」を行ってきた。国内での“ものづくり”の生き残り
をかけて実践してきた取組を紹介する。

代表取締役執行役員社長
佐梁 智昭

「国内工場生き残り」と
「グローバルマザー工場への変革」
① 職能ごとに工夫したグローバルでの統括の仕組と
その実践

② グローバル人材育成
③ CSR（企業の社会的責任）
環境事業および海外での成長を経営戦略の基本骨子とする中、
国内拠点再編を経て国内外13拠点のグローバルマザー工場とし
ての変革を目指した取組を紹介する。

執行役員
稲本 克也

強みを最大活用した
　　　　　  高付加価値工場の実現
① 本活動を始めた背景（マネジメントサイクル＝長野モデルの展開）
② 活動内容事例
（①全員力の発揮　②個の能力向上　③挑戦的な目標）
③ まとめ（活動の成果）
国内工場の生き残りをかけて、保有する強みを最大活用する新たな
マネジメントサイクルを確立し、高付加価値工場を実現した取組
を紹介する。

代表取締役社長
田中 健寛

新規事業創出部 wena事業室 統括課長
對馬 哲平

B2Bソリューションにおけるイノベーション推進の
　   取組とモノづくりへの活用について

① イノベーション推進組織の設立と主な活動
② 技術を起点としたビジネス創出の取組
③ ICT、IoTを活用したモノづくり革新の取組

イノベーション推進組織の設立と活動を紹介した上でB2Bソリュー
ション分野でのビジネス創出、ICT、IoTを活用したモノづくり革新
の取組を事例を交えて紹介する。

AVCネットワークス社 イノベーションセンター
事業企画部 部長　尾見 泰弘

Design Director
石川 俊祐　・　田仲 薫

未来のつくりかた／
　　　　次世代のデザインのあり方
① Conversion of ideas：“新しい”を超えた“何か”
② Design Vision：“美しい普通”
③ Design Target：次世代モビリティ・デザインのあり方 

“AI×EV”
エネルギー、環境問題そして刻々と変化しつつある社会体系の
中で、今後必要とされるデザインそしてプロダクトのあり方を
新しい視点から探る。

大企業でイノベーションを起こすには

① What：どんな事業を立ち上げたのか
② Why ：どうして大企業でスタートアップをしているのか
③ How ：どうやって事業化したのか

ソニー入社一年目の新入社員でどうやって新規事業を立ち上げて、
国内のクラウドファンディングで初の1億円を超える支援額を
集めたのか、自身の経験をもとに紹介する。

IDEOのイノベーションを生む仕組み

① Design Thinking
② Creative Confidence
③ Creative Culture

IDEOは人間中心のアプローチを生かし、多様な人材のコラボ
レーションを通して多くのイノベーションを世の中に生み出して
きた。それらのアプローチとそれを支える文化について紹介する。

代表取締役
和田 　智

顧客目線を意識した、
　　コクヨのデザイン創出の取組

① 顧客目線の変化
② はたらく「場」の変化
③ はたらく「道具」の変化

人口構成や価値観の変化等々、「顧客目線」そのものが大きく
変化する世の中においてコクヨの価値創出の取組がどう行なわれ
てきたのか、世の一般事例と共に紹介する。

グループ執行役員 
ファニチャー事業本部 事業本部長　坂上 浩三

魂動（Soul of Motion）の造形を
　　　最大化する高意匠カラー開発
① マツダの塗装の工程革新とモノ造り
② 魂動デザインの造形
③ 高意匠カラー開発

マツダの塗装の工程革新とモノ造りの進化と、その技術を活用
した、造形に命を吹き込む高意匠カラー開発の取組について紹介
する。

技術本部 車両技術部 塗装技術グループ 
主幹　寺本 浩司

プロジェクトマネジメント本部
理事・本部長代行　木山 　高

代表
寺島 哲史

マーケティング戦略と連動した
　　　　　 　　SCM最適化の取組
① 化粧品市場の動向と資生堂
② 資生堂のサプライチェーン
③ 今後の展開

資生堂のグローバルビジネス展開や、最近の化粧品市場の動向を
ふまえたサプライチェーンマネジメントの課題および取組を紹介
する。

世界最新の“グルグル渦巻き型”サプライヤー
                 管理を知らずに済ませますか？
① サプライヤーに関する最近の課題 ― 困りごとの振り返り
② そもそもサプライヤー管理はなぜ行うのですか

― 目的の再整理
③ 目的充足のためのグローバル標準”グルグル渦巻き”
アプローチの紹介

先進各社で導入が進む”グルグル渦巻き”の統合サプライヤー管
理方式「サプライヤー・ライフサイクル・マネジメント」について、
概念と導入の指針を提示する。

プラントエンジニアリング会社における
調達のあり方

① プラントエンジニアリング会社の調達
② 海外調達比率86.9%（2011～2015年度実績）
③ 取引先との関係（納期・品質を確保するための取組）

当社は、80か国20,000件以上のプロジェクトを完成させて
きたが、そこで使われる機材は全て一品一様。そのようなNeedsに
対応した調達業務を紹介する。

執行役員 SCM本部長
櫛田 　靖

日本航空における調達改革

① 破たんから再生に向けて
② 戦略的調達の深化
③ 今後の取組

経営破たんから再生に向け、コスト削減とガバナンス強化を目的
に実施された調達の一元化から、サプライヤーマネジメント、
CSR調達など今後の取組について紹介する。

調達本部 調達第一部 部長
保科 武彦

グローバル企業エリクソンにおける
　　　　　　　　 調達戦略と実際
① エリクソンの企業戦略とビジネス展望
② エリクソングローバル調達の紹介
③ エリクソン・ジャパンローカル調達の紹介

通信技術とサービスを提供する世界有数の企業として180カ国
で事業を展開しているエリクソンのグローバル事業展開のドライ
バーのひとつとなるグローバル調達、ローカル調達を紹介する。

取締役 調達管理本部長
小笠原 修

インドネシアのトヨタにおける
「グローバル競争力のある人づくり、モノづくり」
① 変動変化に強い現場（人）づくり
② リーンなモノづくりを推進する生産としくみ
③ 自立化活動テーマ推進によるリーダー人財の育成
インドネシアにおけるトヨタのモノづくりは、トヨタウェイの柱である「知恵と改善」
「人間性尊重」に基づき、チームメンバーから管理・監督者までの体系的人財育成を
通じて持続的な成長を目指している。また、“真のグローバルファクトリー”を目標に
グローバル競争力のある人づくりとモノづくりを追求している事例を紹介する。

Senior Managing Executive Coordinator
岡本 義朗 ホンダの四輪新工場・新ラインに

　　　おけるものづくりの取組
① ホンダのものづくりの基本的な考え方
② 新工場・新ラインでのものづくりの取組事例
③ 今後の課題

ホンダ四輪の新工場・新ラインでのものづくりの取組を埼玉寄居
工場から最新のタイのプラチンブリ新工場までを、ホンダのもの
づくりの基本的な考え方をベースに紹介する。

川崎重工業における生産革新の取組

① 会社紹介（先進技術を注入した多様な製品群）
② 革新生産技術による製品差別化の取組
③ KPS(Kawasaki Production System)とICT/IoT
の融合による効率生産の追求

船舶、航空機、車両、産業機械、エネルギー機器、モーターサイクル
等、広範な製品群を造り出す当社の生産現場において、革新的な
「生産技術」と、KPSとICT・IoTを融合した「生産管理」を両輪と
するものづくり力向上の取組について紹介する。

生産本部 グローバル車体ヘッド 主任技師
山下 行秀

技術開発本部 フェロー（役員）
ものづくり推進担当　古賀 信次

グローバル製薬企業において
「選ばれる工場」になるための価値づくり
① 日本の医薬品工場を取巻く環境とバイエル薬品
滋賀工場のケース

② バイエル薬品滋賀工場の競争力強化戦略
③ 製薬産業全体で取組むべきチャレンジ
グローバル企業の製薬工場は、各国のニーズに応える製品づくり
と他国工場とのコスト競争という二軸での価値創出が求められて
いる。
いかにしてこの二軸を両立してきたか、当工場の取組を紹介する。

プロダクトサプライジャパン本部 執行役員 
プロダクトサプライジャパン本部長
滋賀工場長　片山 博仁

富士フイルムにおける
グローバル生産の取組

① 当社における海外での生産進出の背景経緯と現状
② 日本及び海外生産の各拠点間における協働･相互
支援の紹介

③ 今後の課題
富士フイルムは1980年代より写真用フィルム等の海外生産を
開始し､現在ではデジタル・ヘルスケア関連製品の海外生産拠点
も有す。国内･海外生産拠点間の相互協力の創出などについて
紹介する。

執行役員 グローバル材料生産管掌
上野 友義

日産のグローバル生産戦略と
　　　　　　　　モノづくりの革新
① 急速なグローバル化と多様性に対応した生産戦略
② モノづくりの現地化と日本の役割
③「限りないお客様との同期」の実現に向けた生産技術開発

お客様ニーズの多様化、急速な生産のグローバル化に対応すべく、
新車展開の考え方とプロセス、更に日本の役割を紹介する。
また「安全・環境技術」「魅力品質とコスト最適化」の生産技術
事例を動画等で紹介する。

車両生産技術本部 新車生産準備統括部 
エキスパートリーダー　柳原 秀基

クランクシャフト加工ラインの
生産性改善

① 政府方針による最低賃金上昇を受け生産性改善
30%を目標に設定

② 5現主義に基づき製造現場を調査し、ネック工程の
サイクルタイム改善を実施

③ ラインリレイアウトによる省人も行い、生産性改善目標を達成
タイ政府方針で最低賃金が40%上昇、対策として会社全体の
生産性30%向上の目標を掲げた。製造ラインのサイクルタイム
改善やリレイアウトでの省人により生産性改善目標を達成。

製造部 製造二課 班長
ソムポーン・サラップシー これが我々の現場力

～当たり前を変えたファンのバランス検査～
当たり前と思ってやり続けてきた検査・修正を「無くせないか？」
一人の監督者が周りを巻き込み、愚直に取組む活動を紹介する。

滋賀製作所 空調生産本部 滋賀製造部 
製造第3課 組長　杉浦 智行

取り戻せ！「自信と誇り」
～体験を通じ、よみがえった現場力～
車の心臓部であるエンジンの製造現場。
職場環境の変化により、技能員のモチベーションが低下、「チャレンジとチーム
ワーク」をキーワードに「自信と誇り」を取戻して行った事例を紹介する。

上郷工場 第1エンジン製造部 
チーフエキスパート　梶原 　睦

個々の力を伸ばす、意識改革と現場力強化
職場の1人ひとりに焦点を当て、人材育成を行いながら、活き活き
出来るモチベーションや動機付けを行い、職場の団結力の醸成を
体現・実践してきた事例を紹介する。

熊本製作所 二輪工場 機械モジュール 
技術主任　今村 正人

メンバーの心を掴むマネジメント
～信頼こそが職場活性化のカギ～

新任チームリーダー就任後、やるべき事を見失いメンバーとの
信頼関係も崩壊。悩み苦しみ、メンバーと歩む大切さ、自分流の
マネジメントで職場を活性化させた事例を紹介する。

第1製造部 1部品工作グループ 表面処理加工チーム 
チームリーダー　二瓶 健一

宇宙機開発における品質向上に
　　　　　　　　　　  向けた取組
① JAXAにおける宇宙機開発プロセス
② 設計上流段階への品質工学ツールの適用
③ 宇宙機設計標準の国際標準化

一品開発が多い宇宙機において品質の作り込みは重要な課題で
ある。本発表では最近の事例として、設計上流段階で品質工学を
適用する取組と、設計の標準化活動について紹介する。

安全・信頼性推進部 安全・信頼性推進グループ 
主任研究開発員　角 　有司

アステラス製薬における
　　　  高品質なものづくりの取組
① 医薬品のグローバルな品質基準
② 高品質な医薬品を製造するためのプロセス設計
③ 製造技術移転の事例

アステラス製薬が高品質な医薬品を供給するために実践して
いるものづくり技術を駆使した取組について、製造技術移転の
事例を交えて紹介する。

より高いカスタマーバリューの
実現に向けて

～富士通グループの改善DNA「Qfinity」～
① 富士通の品質改善活動50年の歴史
② Qfinityの位置づけとねらい
③ DNA化に向けたさまざまな取組
ものづくりの現場に定着している改善活動をどう企業全体に
浸透させゆるぎない競争力にしていくか、富士通グループ全体の
改善文化を支え、DNAとして継承していく「Qfinity」の取組に
ついて紹介する。

技術本部 製剤研究所 経口剤工業化研究室 
主管研究員　近藤 仙巳

Qfinity改革推進室 室長 
園部 恵子

超高信頼性カルチャーへの挑戦
～社長、撃ちますか、撃ちますよ、いいですね！？～

① 手を放すと止まる「イノベーション活動」
②「まず」やる、と「とりあえず」やる、の違い
③「やんちゃ」のできる場所とは

コンサバな企業のイノベーションの種は、どこにあり、本当は誰が
その担い手なのだろうか。本社から始めた、失敗を恐れる企業
文化への挑戦は、幾多の失敗から何を学んだのだろうか。

マーケティング本部 事業開発センター 組織開発室
シニアエキスパート イノベーション生態系コンサルタント
伊原木 正裕

企業理念実践強化の取組
～持続的な企業価値の向上を目指して～

① オムロンの企業理念経営
② グローバルでの実践強化
③ 更なる実践加速に向けた仕掛

創業者が1959年に会社の憲法にあたる社憲を制定して以来、オムロンは社憲の精神
を経営の拠り所としてきた。グローバル化が進む中、持続的な発展を今後も確実なもの
とするために、2015年5月に企業理念の改定を行った。改定の背景、目指す姿、企業
理念実践強化のためのグローバルでの仕掛・仕組を海外拠点の事例を交えて紹介する。

取締役室 CSR部 部長
平尾 佳淑

キリン成長戦略としての多様性推進

① 女性社員と社のコミュニケーション、ライフイベント
との両立

② 女性リーダー層育成の取組
③ 多様性の強みを活かすマネジメント
キリンは、真摯なモノづくり等を通じ、お客様の笑顔や社会の
発展に貢献していく。女性を中心に多様な発想で価値創造に
挑戦する環境づくりは、そのための経営戦略である。

人事総務部 多様性推進室長
岩間 勇気

三島工場 繊維製造部 部長
松村 由隆

ダイキン工業のモノづくりと人づくり

① 当社の生産方式（PDS）の紹介
② グローバルマザーとしての求心力と国内工場の活性化
③ 人材育成の取組

日本で培った最適なモノづくりをタイムリーに海外へトランス
ファーすることがグローバルマザー工場としての責務であり、
拠点をリードする改善力とそれを支える人材育成の取組を紹介
する。

東レにおける
生産現場力強化活動と人材育成

① 東レの概要
② 生産現場力強化活動
③ 人材育成

東レの生産現場力強化活動と人材育成について
①3Z活動　②PCI活動　③TC活動
を中心に紹介する。

空調生産本部 堺製造部 部長
澤 　静治

花王のモノづくり人財育成の取組

① オペレータ リーダー教育（グローバルテクノスクール）
② 若手オペレータ向け体感学習プログラム
（モノづくり技術・技能伝承センター）
③ 新人オペレータ教育（インターバル教育）
OFF-JTプログラムの中から「グローバルテクノスクール」と「モノ
づくり技術・技能伝承センター」、OJTの例として新人オペレータ
に実施している「インターバル教育」を紹介する。

SCM部門 教育グループ 部長
大谷 博宣

購買調達における
人材育成のグローバル展開を考える

コーディネータによる講演
「購買調達における人材育成のグローバル展開とは」

共有タイム（自社課題の抽出と共有）
・各チーム内で意見交換
・大会からの気づきと自社課題共有

各チームのまとめ発表

総括

定員30名　先着順　＊ワークショップ型セッションです。

14：50～15：20

15：20～16：00

16：00～16：25

16：25～16：30

A‐1
A‐2コマツ

A‐3 GEインターナショナル
A‐4 NECネットワークプロダクツ

A‐5 パナソニック エコシステムズ
A‐6長野オリンパス

B‐1ソニー
B‐2パナソニック

B‐3 IDEO
B‐4 SWdesign

B‐5コクヨ
B‐6マツダ

C‐1日揮
C‐2オフィス・テンプセモ

C‐3資生堂
C‐4日本航空

C‐5エリクソン・ジャパン
C‐6

D‐1トヨタ自動車PT. Toyota Motor 
Manufacturing Indonesia

D‐2本田技研工業
D‐3川崎重工業

D‐4バイエル薬品
D‐5富士フイルム

D‐6日産自動車

E‐1三菱電機サイアムコンプレッサーインダストリー
E‐3ダイキン工業

E‐3
トヨタ自動車

E‐2本田技研工業

E‐2
会津オリンパス

E‐4宇宙航空研究開発機構（JAXA）
E‐5アステラス製薬

E‐6富士通

F‐1横河電機
F‐2オムロン

F‐3キリン
F‐4東レ

F‐5ダイキン工業
F‐6花王

日立製作所

◆ GOOD FACTORY賞とは ― 生産性向上・品質向上をはじめとした巾広い工場革新活動に成果を上げた工場・事業所を顕彰する表彰制度です。日本製造業ものづくり力強化へ向けた、日本能率協会の新たな取組みです。

同時通訳同時通訳

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

のセッションは、大阪ライブ中継を実施します。詳細は裏面をご確認ください。大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

調達ワークショップ


